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2016年は国連の定める
「国際マメ年」です。マメ類
はたんぱく質や微量栄養
素などの栄養分を豊富に
含んでおり、高価な動物性
たんぱく質の手頃な代用品
となるため、ラテンアメリカ
やアジアなどの開発途上国
において人々の重要な栄養源となっています。また、
同じ収穫高に対し穀物の2-3倍の値段がつくため、
農家の貧困削減にも大きな役割が期待されます。
マメ類はこのほかにも、家畜飼料に使われて家畜の
健康状態を改善したり、窒素固定作用により土壌
を肥沃にするなど、さまざまな可能性を持っていま
す。FAOは他の国連機関とともに、マメ類が果たす
役割や新たな利用方法を広めるともに、マメの生
産・貿易の促進に取り組んでいきます。

2016年は国際マメ年


